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　町子さんちの昨年の生活費は 497 万円。前の年（平成 18 年度）に比べて

147 万円も生活費が削減できました。本業での収入（町税収入）は、前の年（平

成 18 年度）に比べて 7万円増えましたが、たったの 79 万円。アルバイト

収入（負担金や使用料などの自主財源）も昨年の約 2倍となりましたが 42

万円。合わせて昨年、夫婦で稼いだお金は121万円でした。足らない部分は、

都会に住んでいる親（国）からの仕送り（地方交付税・譲与税など）や借金

（町債）、貯金をおろして（繰入金）やりくりしました。昨年の親からの仕送

り（地方交付税・譲与税など）は、262 万円。また、兄から援助金（国庫支

出金）の 30万円と、姉から援助金（県支出金）31万円をもらいました。 

　しかし、車の購入（普通建設事業）などにあてるため 65 万円を借金（町

債）しました。これまでも、住宅や車庫の新築などを借金で購入していたた

め、現在の借金残高は 622 万円。前の年の借金は 640 万円で、18 万円減ら

すことができましたが、現在も生活費１年分以上の借金があります。貯金は、

こどもの学費（特別会計への繰出金など）のために昨年は 6万円（繰入金）

をおろし、こどもの将来のため 18万円（積立金）を貯金して、12万円増や

すことができ、現在 123 万円になりました。

　今後の生活も、本業の収入の増加も見込めないため、食費などをさらに節

約し、借金をはやく返して生活することが必要です。

決算公表

情報通信基盤整備事業 　　　　　　　　　　　　 29,761 万円

中山小学校耐震補強及び大規模改修事業　　　　  26,343 万円

大山中学校技術棟改築事業                            　 14,523 万円

県営畑地帯総合整備事業　                                11,398 万円

臨時交付金事業（文珠領線、赤坂東線、種原大野線ほか）   11,102 万円

御崎漁港整備事業                                              6,340 万円 

大山恵みの里づくり計画推進事業                    5,423 万円

農地農業用施設災害復旧事業                           　 5,165 万円

御来屋漁港整備事業                                           4,572 万円

町道報国羽田井線道路改良工事　                         3,841 万円

消防ポンプ車購入                                          　 3,694 万円

退休寺集会所建設事業　                                     3,000 万円 

公共土木施設災害復旧事業　                               2,224 万円

主な投資的事業

まちの財政状況と

私たちの税金の使い道

昨年の大山町子さんの家計簿
大山町の平成 19 年度一般会計決算を 2000 分の 1 にし
て大山町子さんの家計簿にたとえると…。

決算公表
平成 19 年度

　一般会計決算は、歳入総額 102 億 8,315

万 5,044 円に対し、歳出 99 億 4,162 万 9,656

円、翌年度への繰越額３億 4,152 万 5,388 円。

予算総額に対する執行率は 95.6％でした。

  平成 19 年度には、中山小学校耐震補強

及び大規模改修事業、大山中学校技術棟

改築事業などを行いましたが、18 年度に

行った情報通信基盤整備事業、名和小学校

建設事業などの大型事業の終了により、平

成 18 年度と比較すると、約 26 億２千万

円、20.8 ％ の 大 幅 な 減 と な り ま し た。

　また、21 の特別会計の総計では、歳入総

額 82 億 5,546 万 563 円に対し、歳出総額 80

億 2,395 万 9,449 円で、予算総額に対する平

均執行率は 96.6％でした。

平成 19 年度一般会計決算と 17 の特別会計の決算が大山町議会９月     

定例会で、４つの財産区特別会計が大山町財産区議会で認定されました。

町民１人あたりに

使われたお金

　( 一般会計）

  528,529 円

議会費　        5,933 円

総務費　      88,830 円

民生費       103,739 円

衛生費         44,847 円

農林水産業費  61,712 円

商工費         13,569 円

土木費         39,719 円

消防費         18,564 円

教育費         62,570 円

災害復旧費     4,569 円

公債費         84,477 円

（平成 20 年３月末人口      
18,810 人で計算）
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総額 約 99 億 4,163 万円

その他は、商工費 2億 5,523 万円、その他は、商工費 2億 5,523 万円、議会費１億 1,160 万円、議会費１億 1,160 万円、

災害復旧費 8,594 万円

その他は、商工費 2億 5,523 万円、その他は、商工費 2億 5,523 万円、議会費１億 1,160 万円、議会費１億 1,160 万円、

14億3,516万円(10.9％)

11 億 7,694 万円

教育費

16億 7,090 万円

総務費

15億 8,902 万円

公債費

19億 5,133 万円

民生費

11億 6,080 万円
農林水産業費

8億 4,357 万円
衛生費

土木費

消防費 4億 5,277 万円その他

7億 4,712 万円

3億 4,918 万円

特別会計の決算状況

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

土地取得 822,563 820,885 1,678

住宅新築資金等貸付事業 40,002,650 40,002,230 420

開拓専用水道事業 22,644,268 12,814,960 9,829,308

地域休養施設 15,034,263 15,034,263 0
老人居室整備資金及び

障害者住宅整備資金貸付事業

72,563 72,000 563

簡易水道事業 5,508,823 5,508,823 0

国民健康保険事業 2,468,561,843 2,355,406,796 113,155,047

国民健康保険診療所 477,496,374 438,247,907 39,248,467

老人保健 2,120,214,187 2,187,278,916 ※　△ 67,064,729

介護保険 1,732,985,766 1,724,133,010 8,852,756

介護保険事業（介護サービス事業勘定） 26,373,458 25,734,210 639,248

農業集落排水事業 467,149,155 466,946,183 202,972

公共下水道事業 495,583,770 495,096,666 487,104

風力発電事業 55,188,200 50,764,068 4,424,132

温泉事業 5,351,932 5,350,428 1,504

宅地造成事業 138,023,650 67,797,444 70,226,206

情報通信事業 129,233,240 128,836,340 396,900

中山財産区 10,286,590 976,455 9,310,135

上中山財産区 18,775,515 1,844,973 16,930,542

下中山財産区 17,418,456 689,657 16,728,799

逢坂財産区　　 8,733,297 603,235 8,130,062

総　計 8,255,460,563 8,023,959,449 231,501,114

　　　　 歳出 総額 約 80 億 2,396 万円
特別会計 歳入 総額 約 82 億 5,546 万円

一般会計 歳出 決算額
総額 約 99 億 4,163 万円

消防費消防費

3億 4,918 万円

14億3,516万円(10.9％)
総額 約 102 億 8,316 万円

その他は、繰越金 3 億 1,978 万円、諸収入 2 億 353 万円、

分担金・負担金 1億 864 万円、使用料及び手数料 1億 855

万円、財産収入 8,434 万円、寄付金 1,133 万円

15 億 7,740 万円

48 億 1,594 万円

地方交付税

　町税

町債

12億 9,740 万円

繰入金

1億 2,027 万円

その他
8億 3,617 万円

県支出金
6億 2,561 万円

譲与税・交付金
4億 1,421 万円

自主財源

依存財源

75.4％

24.6％

5 億 9,616 万円
国庫支出金

一般会計 歳入 決算額 

（単位：円）

決算公表決算公表

※繰上充用を行いました。（繰上充用とは、会計年度の歳入が歳出に不足する場合は、翌年度の歳入を繰り上げて、

その年度の歳入に充てる処理 )

（
差
引
額
は
次
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
）
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（単位：％）

※ 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定され
  ない場合は、「－」で表示。また、括弧内の数値は早期健全化基準。

連結実質赤字比率実質赤字比率

－

( 19.14 )

―

( 14.14 )

将来負担比率

130.1

( 350.0 )

16.1

( 25.0 )

実質公債費比率

平成１９年度決算に基づく大山町の
健全化判断比率及び資金不足比率

　　すべての指標が健全化段階に  また　資金不足比率もなし

　平成１９年６月に、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、「健全化判断比率」

および「資金不足比率」を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、住民に対し公表することが

義務付けられました。地方公共団体は、この健全化比率などにより、　健全化段階　 早期健全化段階 

　財政再生段階　 の３段階に区分されます。なお、平成１９年度決算に基づく大山町の健全化判断

比率を算定した結果、すべての指標が　 健全化段階　 となりました。

　また、すべての公営企業会計（※）の資金不足比率はありませんでした。

※　公営企業会計とは、上水道事業会計、索道事業会計、地域休養施設特別会計、簡易水道事業

会計、農業集落排水事業特別会計、公共下水道事業特別会計、風力発電事業特別会計、温泉事業

特別会計、宅地造成事業会計です

※　実質赤字額または連結実質

赤字額がない場合および実質公

債費比率または将来負担比率が

算定されない場合は、「－」で

表示。また、カッコ内の数値は

早期健全化の基準です。

大山町の健全化判断比率

レジ袋を削減して地球に優しい生活を

11月10日は  ノーレジ袋デー！
　鳥取県では環境にやさしい

ライフスタイルへの第一歩とし

て、ホームセンター・スーパー

マーケットなどの事業者、消費

者、行政が協力し、平成２０年

１１月１０日 ( 月 ) を「ノーレ

ジ袋デー」として、レジ袋をも

らわない全県下統一の取り組み

を行います。具体的な行動に移

すきっかけとして、「ノーレジ

袋デー」に取り組みましょう。

このマークのあるお店では

①お買い物の際にはマイバッグを持

参してレジ袋を断りましょう。

②マイバッグはレジでのお支払いが

済んでから使いましょう。

※ノーレジ袋デー当日は、推進協力店では原則としてレジ袋はお渡しいたしません。

ご協力をお願いします。

鳥取県内のレジ袋年間消費枚数を約１．４億枚

とすると、レジ袋をまったく使用しなかった場

合、５，２００トンの二酸化炭素排出量が削減

できます。これは、約９８０世帯分の１年間の

二酸化炭素排出量に相当します。

レジ袋を削減すると

どんな効果があるの？

鳥取県マスコットキャラクター

トリピー

問い合わせ先：　住民生活課　☎ 0859 － 54 － 5210

実質赤字比率
（財政規模に対する一

般会計などの赤字の割

合）

連結実質赤字比率
（財政規模に対する全

会計の赤字の割合）

実質公債費比率
（財政規模に対する 1

年間で支払った借入

金返済額などの割合）

将来負担比率
（財政規模に対する将

来町が支払う借入金

返済額などの割合）

－
（１４．１４）

ー
（１９．１４）

１６．１
（２５．０）

１３０．１
（３５０．０）

（単位：％）
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大
だいせん

山賛
さ ん か

歌体操
　介護予防編

　体操の前に

　　○体調が優れないときは無理しないようにしましょう。

　　○体操前・中・後には、水分補給をしましょう。

　　

その②

を紹介します 　１番～３番まで同じ動きを繰り返す

　3回目は前に踏み出す

①深呼吸（2回）

息を吸いながら腕全体を外側にひねる

息を吐きながら腕全体を内側にひねる

♪前　奏　
　あなたがもしも　
一人になって　 静かにこころを 見つめてみたい

腕でろっ骨を挟み
おなかに力を入れるの
と同時に膝を軽く曲げ
太ももの内側にも力を
入れる

②お腹とひざの
　引き締め

背筋を伸ばし

頭の後ろで手を組み

その状態のまま

肩甲骨を広げる

肩甲骨を寄せる

斜め前に足を踏み出す

キャラボクの緑葉が

斜め後ろに足を踏み出す

包んでくれる

上半身は動かさないように、足のつけ

根をひねる。足先と反対方向に腕は向

ける（左右対照的に各 1回）

そう大山は　緑が

体をたたみこみ、

「大」の字状に 1回目

は右側に、2 回目は

左側に踏み出す

⑥全身＋口腔機能

いっぱいだから

⑤股関節ひねり

顔の中央に筋肉を集め、

一気に広げる（１番～２番）

その時は大山に行こう

③肩甲骨・ろっ骨広げ

あなたの寂しさを

④足の踏み出し

（「だいせん」「いっ

ぱい」「だから」は、

滑舌よく、はっきり

と声に出す）

・  ・ ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・

♪間　奏　

表情筋 舌の運動

舌を頬内側に押し当てる

舌を出し一気に引っ込める

( ２番～３番）

（左右対照的に各1回）
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大山恵みの
里だより
   vol.11

　（財）大山恵みの里公社     TEL　0859‐39‐5016　　FAX　0859‐53‐3163                                      　 役場大山振興課　　        TEL　0859‐53‐3313　　FAX　0859‐53‐3163

ホープタウン 5月～

マルイ車尾店 10 月～

大山寺エリア 
旅館など

町外飲食店など

２トン冷蔵車

配送の
専任スタッフ

�
大
山
恵
み
の
里
便
�
が

 

あ
な
た
の
野
菜
を

 

ス
�
パ
�
へ
運
び
ま
す

　

10
月
か
ら
大
山
恵
み
の
里
公
社
で
は
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入

し
、
生
産
者
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
野
菜
、
果
物
を
米

子
市
内
の
ス
ー
パ
ー
へ
運
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
少

量
し
か
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
も
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
し
、

直
接
持
っ
て
い
く
時
間
や
燃
料
代
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
配
送
員
が
つ
く
こ
と
に
よ
り
出
す
前
の
商
品
チ
ェ
ッ
ク
や
売
れ

残
っ
た
商
品
の
処
分
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
開
始
に
合
わ

せ
て
マ
ル
イ
車
尾
店
で
も
「
大
山

恵
み
の
里
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
し
、
1
週
間
に
2
回
の

ペ
ー
ス
で
大
山
の
旅
館
へ
も
食
材

を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

公
社
で
は
ど
ん
ど
ん
商
品
を
増

や
し
売
り
場
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
登
録
手
続
き

も
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生産者登録説明会

11 月 10 日（月）
午後６時３０分～
保健福祉センターなわ

多目的ホールで開催します。

学校給食センター

町内介護施設
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大
山
恵
み
の
里
ま
つ
り

を
開
催

　（財）大山恵みの里公社     TEL　0859‐39‐5016　　FAX　0859‐53‐3163                                      　 役場大山振興課　　        TEL　0859‐53‐3313　　FAX　0859‐53‐3163※問い合わせ先

２トン冷蔵車

配送の
専任スタッフ

大山恵みの里便・概念図

　

10
月
11
・
12
日
の
両
日
、
ホ
ー
プ
タ
ウ

ン
（
米
子
市
米
原
）
で
「
大
山
恵
み
の
里

ま
つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。
ホ
ー
プ
タ
ウ

ン
で
は
5
月
か
ら
大
山
町
の
農
産
物
な
ど

を
販
売
す
る
「
大
山
町
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

け
て
お
り
、
今
回
は
農
産
物
以
外
に
も
大

山
町
に
は
海
産
物
、
畜
産
物
な
ど
様
々

な
恵
み
が
あ
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

　

11
日
は
大
山
僧
兵
太
鼓
の
演
奏
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
始
し
、
大
山
お
こ
わ
や
作
り
た

て
ほ
う
じ
茶
の
詰
め
放
題
、
昔
懐
か
し
い

バ
ナ
ナ
菓
子
な
ど
普
段
ス
ー
パ
ー
で
は
買

う
こ
と
が
で
き
な
い
大
山
の
恵
み
を
販
売

し
ま
し
た
。
ま
た
両
日
、
平
澤
牧
場
の
羊

と
ふ
れ
あ
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
店
内
の
大
山
町
コ
ー
ナ
ー

が
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
の
よ
う
に
大
山

町
の
様
々
な
恵
み

を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
買
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
売

り
場
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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きょういく
 通 信
大山町教育委員会事務局 幼児教育課
 ☎ 0859‐54‐5219

保育所入所児童を募集します
平成21年度

●受付期間　11 月 4 日（火）から 11 月 14 日（金）まで

●受付場所　教育委員会事務局幼児教育課　または　各保育所

　
◆新規入所　入所希望申込書（受付場所にあります）を提出してください。

　
◆継続入所　保育所から配布する継続入所希望申込書を提出してください。

●入所の基準

　　保育所に入所できる児童は、保護者が次のいずれかに該当し、

　また、同居の家族が保育できないと認められる場合です。

　(1) 家庭外労働　昼間に家庭の外で仕事をしている

　(2) 家庭内労働　昼間に家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事をしている

　(3) 母親の出産　母親の出産前後の期間

　(4) 疾病障害等　病気、負傷、心身の障害で保育ができない

　(5) 病人の介護　家庭に長期にわたる病人や心身に障害のある人がいるため介護にあたっている

　(6) 災害の復旧　火災、風水害、地震などにより家庭を失ったり破損したため復旧にあたっている

　　※保育所の定員に余裕がある場合には、上記の基準に該当せず、家庭保育に欠けない児童でも入所

　　できる場合がありますのでご相談ください。

●保育実施期間

　　小学校就学の始期に達するまでの間で保護者が保育の実施を希望する期間のうち、保育が必要と認

　められる期間

　　※入所基準 (3) の母親の出産による場合は、出産前 8週から出産後 8週までの期間が対象です。

  【求職中・勤務予定の場合の入所承諾期間】

　　年度途中での入所希望が増加していますが、入所が厳しい状況です。そこで、適正な入所を図るた

   め次のとおりとさせていただきます。

　●保育料

　　平成 20 年分所得税と平成 20 年度市町村民税の課税状況により、21 年度に決定します。

保護者の就労形態 入所承諾期間

求職中の方

承諾期間は、３カ月の期限付入所

２カ月以内に「就労証明書」を提出された方は、

保育の実施期間が延長されます

勤務予定、復職予定の方

承諾期間は、就学前まで

１カ月以内に「就労証明書」を提出されない

場合は、求職中の扱いとします。

年度途中で入所を希望される方も受付期間内にお申し込みください。
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きょういく通信

保育所名 所在地 定員
開所時間

対象児童
一時

保育平日 土曜日

上中山保育所 束積 312-1 45 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 1 歳から

下中山保育所 下甲 874-6 90 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 6 ヵ月から ○

逢坂保育所　 住吉 921 90 7:30 ～ 19:00 7:30 ～ 18:00 1 歳から

庄内保育所　 押平 741-2 60 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 6 ヵ月から

名和保育所　 加茂 12-2 45 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 1 歳から ○

御来屋保育所 御来屋 116-9 60 7:30 ～ 19:00 7:30 ～ 18:00 1 歳から

光徳保育所　 東坪 532-2 60 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 1 歳から

大山保育所　 今在家 730-3 60 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 1 歳から ○

所子保育所　 所子 218 90 7:30 ～ 19:00 7:30 ～ 18:00 1 歳から

高麗保育所　 妻木 582-1 60 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 12:00 6 ヵ月から

●保育所の概要

一時保育

　　
通院や冠婚葬祭など急な用事で一時的に家庭保育が困難になる場合に、短期的に保育します。

　申し込みは、随時、幼児教育課または実施保育所へご連絡ください。

　　◆対象　1歳以上の保育所に入所していない児童

　　◆場所　下中山保育所、名和保育所、大山保育所

　　◆時間　保育所の開所時間（週 3日まで）

　　◆料金　3歳未満児　1日 2,000 円　　3歳以上児 1日 1,500 円

病後児保育

　　病気の回復期にある児童で、保育所での集団保育が困難な時期に保育します。

　登録、申請及び名和診療所での診察が必要です。

　　◆対象　保育所に入所している児童

　　◆場所　保健福祉センターなわ

　　◆時間　午前 8時 30 分から午後 5時まで

　　◆料金　1日 2,000 円

※盆期間中（8月 13 日～ 15 日）は、中山・名和・大山各地区 1園での集合保育を実施します。

●問い合わせ先　　教育委員会事務局　幼児教育課　（名和公民館内）　　☎０８５９－５４－５２１９

●その他　　　　・年度途中に入所を予定しておられる方も必ず申し込んでください。申し込みがない場合は、

　　　　　　　　　希望の保育所に入れないことがあります。

　　　　　　　　・転園希望、町外の保育所を希望される方は、幼児教育課へご相談ください。　　　　　　
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まちの話題

　

皇
室
に
二
十
世
紀
梨
を
献
上
す
る
た
め
に
格
別

に
協
力
を
い
た
だ
い
た
と
し
て
、
町
内
の
生
産
者

３
人
と
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
大
山
果
実
部
に

鳥
取
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
10
月
10
日
、
鳥
取
西
部
農
協
や
県
の

関
係
機
関
が
参
加
し
て
大
山
町
役
場
で
行
わ
れ
、

西
部
総
合
事
務
所
農
林
局
の
山
本
健
太
郎
局
長
か

ら
、
生
産
者
の
安
藤
幹
雄
さ
ん
（
大
中
尾
）、
野

間
照
彦
さ
ん
（
殿
河
内
）、野
坂
登
紀
和
さ
ん
（
旧

奈
和
）
と
大
山
果
実
部
の
尾
古
礼
隆
部
長
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て

二
十
世
紀
梨
に
携
わ
っ
て
い
る
野
坂
さ
ん
は
「
多

い
と
き
に
比
べ
て
今
は
半
分
く
ら
い
の
面
積
で

作
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
無
理
の
な
い

よ
う
に
夫
婦
で
梨

作
り
に
励
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。（
献
上
は

9
月
11
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
）

 献上梨に貢献　

▲感謝状を手に記念撮影する

前段左２人目から生産者の安

藤さん、野間さん、野坂さん

と尾古果実部長

㈱山陰合同銀行と
業務協力協定を結びました

　

財
団
法
人
大
山
恵
み
の
里
公
社
（
山

口
隆
之 

理
事
長
）
は
、
大
山
を
シ
ン

ボ
ル
と
す
る
観
光
地
域
づ
く
り
に
よ

り
産
業
・
雇
用
・
所
得
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
相
互

に
業
務
協
力
を
行
い
、
大
山
町
の
優
れ

た
農
水
産
品
な
ど
を
広
く
流
通
さ
せ
る

こ
と
で
地
域
の
情
報
収
集
や
販
路
開
拓

の
機
会
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
9
月
24

日
（
水
）、
株
式
会
社
山
陰
合
同
銀
行

（
古
瀬
誠 

頭
取
）
と
業
務
協
力
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
㈱
山
陰
合
同
銀
行
の
紹

介
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
数
社
の
流
通

業
者
と
の
商
談
会
に
よ
る
町
内
業
者
と

流
通
業
者
と
の
取
引
開
始
の
実
績
も
あ

り
、
現
在
進
め
て
い
る
落
花
生
（
大
山

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）
試
験
栽
培
も
紹
介
企
業

と
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
す
。

協力を誓う山陰合同銀行の

大谷常務（右）と山口町長

（
財
）
大
山
恵
み
の
里
公
社

叙
勲
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

岡
おかだ

田　辰
たつみ

己さん（88）大山町神原

地方自治功労　元大山町議会副議長

　

昭
和
54
年
11
月
に
当
選
以
来
、
連

続
４
期
16
年
間
大
山
町
議
会
議
員
と

し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
生

活
の
向
上
、
充
実
な
ど
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
町
議
会
副
議
長
、
総
務

常
任
委
員
会
委
員
長
、
経
済
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
る
な
ど

高
邁
な
政
治
信
念
と
卓
越
し
た
識
見

を
も
っ
て
町
行
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

大山の環境を守るために役立てて
　

琴
浦
町
保
に
あ
る
大
山
乳
業

農
業
協
同
組
合
（
幅
田
信
一
郎
組

合
長
）
か
ら
「
美
し
い
大
山
の
環

境
を
守
る
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
10
月
６
日
、
大
山
の
頂
上

を
保
護
す
る
会
（
会
長
・
大
山
町 寄付金を町長に手渡す幅田組合長（右）

長
）
に
現
金
12
万
７
１
１
６
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
山

乳
業
農
協
が
伯
耆
町
の
大
山
ま
き
ば
み

る
く
の
里
で
5
日
に
開
い
た
「
第
10
回

大
山
ま
き
ば
祭
」
の
会
場
で
、
大
山
の

環
境
保
全
を
呼
び
か
け
て
設
置
し
た
募

金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
で
、
同
祭
の

模
擬
店
の
売
り
上
げ
の
収
益
金
の
一
部

を
含
む
も
の
で
す
。
幅
田
組
合
長
は
「
大

山
乳
業
農
協
も
名
前
に
〝
大
山
〞
と
入
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
大
山
を
守
る
活

動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。　
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女
性
同
士
で

　

い
き
い
き
と

　

町
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
荒
金
恵
美
子
会
長
）

主
催
の
「
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
９
月

21
日
（
日
）、中
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
協
議
会
設
立
後
３
回
目
と
な
る

今
大
会
は
、
初
め
て
中
山
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。町
内
の
女
性
が
一
堂
に
集
ま
り
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
「
だ
い
せ
ん
」
ロ
ゴ
入
り
ブ
ル
ー
の

タ
オ
ル
を
身
に
つ
け
、
全
員
で
大
山
賛
歌
を
歌
い
ま

し
た
。
続
い
て
大
山
賛
歌
体
操
「
介
護
予
防
編
」
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
操
を
初
め
て
さ
れ
る
方
も
多

い
な
か
、
大
山
賛
歌
体
操
普
及
員
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

交
流
ゲ
ー
ム
で
は
中
山
地
区
・
大
山
地
区
・
名

和
地
区
・
３
地
区
混
合
の
４
チ
ー
ム
編
成
で
、
お
互

い
に
親
睦
を
深
め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の
「
素
敵
で
シ
ョ
ー
」
で

は
、
７
団
体
が
仮
装
あ
り
踊
り
あ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ

趣
向
を
凝
ら
し
た
華
麗
な
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
輪
に
な
っ
て
全
員
で

「
島
人
ぬ
宝
」
の
歌
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。「
私

た
ち
は
私
た
ち
の
町
の
宝
を
み
つ
け
た
い
、
そ
し
て

大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
想
い
の
も
と
、
会

場
地
の
団
体
で
あ
る
、
な
か
や
ま
女
性
会
議
（
森
本

怜
子
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
こ
の
曲
を
選
び
、
振
り
付

け
も
創
作
さ
れ
ま
し
た
。
手
に
は
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る

飾
り
を
つ
け
て
華
や
か
に
彩
ら
れ
な
が
ら
会
場
は
ひ

と
つ
に
な
り
ま
し
た
。

会場いっぱいに広がって大山賛歌体操で体をほぐす皆さん

町
内
で
映
画
ロ
ケ
が

行
わ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

映
画
「
銀
色
の
雨
」

　

「
鉄
道
員
」（
ぽ
っ
ぽ
や
）

で
有
名
な
浅
田
次
郎
さ
ん

が
原
作
の
「
銀
色
の
雨
」

と
い
う
小
説
が
米
子
市
を

舞
台
に
映
画
化
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
新

聞
配
達
を
し
な
が
ら
陸
上

選
手
を
志
す
少
年
、
ス

ナ
ッ
ク
勤
め
の
女
性
、
引

退
間
近
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

の
3
人
が
同
居
生
活
を
通

し
て
再
生
す
る
過
程
が
描

か
れ
ま
す
。
ロ
ケ
は
米
子
市
朝
日
町
を
中
心
に
境
港
市
、
松
江
市
美
保
関

の
ほ
か
大
山
町
で
も
行
わ
れ
、
11
月
中
旬
か
ら
12
月
下
旬
に
か
け
て
撮
影

さ
れ
ま
す
。
米
子
市
で
制
作
会
見
が
行
わ
れ
た
10
月
7
日
、
チ
ー
フ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
竹
山
昌
利
さ
ん
と
監
督
の
鈴
井
貴
之
さ
ん
が
大
山
町
役
場

を
訪
れ
、
山
口
町
長
に
映
画
制
作
の
報
告
と
撮
影
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
主
人
公
の
学
校
と
し
て
大
山
西
小
学
校
が
外
側
か
ら
撮
影
さ
れ
る

ほ
か
、
そ
の
沿
線
の
線
路
か
ら
見
え
る
風
車
の
風
景
や
、
御
来
屋
の
駅
舎

と
そ
の
駅
前
の
町
並
み
な
ど
の
撮
影
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
・

キ
ャ
ス
ト
で
総
勢
70
人
が
町
内
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
竹
山
チ
ー
フ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
「
撮
影
期
間
を
お
祭
だ
と
た
と
え
、
多
く
の
人
に
か

か
わ
っ
て
盛
り
上
げ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
公

開
は
鳥
取
、
島
根
両
県
で
は
先
行
し
て
行
わ
れ
、
全
国
の
公
開
は
来
年
秋

の
予
定
で
す
。

山口町長に撮影の協力をお願いをする

竹山チーフプロデューサー（中央）と

鈴井監督（右）
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海
岸
を
き
れ
い
に 

柔
道
ス
ポ
少

　

大
山
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
代
表 

圓
岡
政
春
さ
ん
）
の
子
ど
も
た
ち
が
9
月
14

日
、
塩
津
の
海
岸
で
保
護
者
と
と
も
に
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
練
習
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
海
岸
を
少
し
で
も
き

れ
い
に
し
よ
う
と
、
少
年
団
の
小
、
中
学
生

や
保
護
者
ら
合
計
約
40
人
が
参
加
し
、
ご
み

袋
を
持
っ
て
波
打
ち
際
の
石
が
敷
き
詰
め
ら

れ
た
部
分
に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
「
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
ち

い
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

軟
式
野
球
大
会 

　

第
4
回
大
山
町
軟
式
野
球
大
会
が
、
10
月

５
日
（
日
）
に
大
山
野
球
場
・
大
山
農
村
運

動
広
場
で
、
19
日
（
日
）
に
名
和
野
球
場
で

11
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

決
勝
戦
は
大
和
ク
ラ
ブ
が
先
制
を
し
た
も
の

の
庄
内
ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ
が
中
盤
に
逆
転
を
し
て

６
ー
２
で
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

庄
内
ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ　

準
優
勝　
　

大
和
ク
ラ
ブ　

３　

位　
　

エ
キ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　

中
山
ラ
ッ
シ
ュ

最
優
秀
賞　

前
田
哲
也（
庄
内
ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ
）

優
秀
賞　
　

神
庭
圭
一
（
大
和
ク
ラ
ブ
）

　

見事優勝した庄内スポ少ＯＢ

 大山町に事故ナシ
　交通安全事故ナシ（梨）作戦

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

9
月
25
日
、
町
内
の
交
通
安
全
協
会
各

支
部
、
交
通
安
全
指
導
員
、
交
通
安
全

母
の
会
が
八
橋
警
察
署
と
合
同
で
、
恒

例
の
「
事
故
ナ
シ
（
梨
）
作
戦
」
を
福

尾
の
国
土
交
通
省
交
通
観
測
所
で
行
い

ま
し
た
。

「
名
和
公
に
敵
ナ
シ
（
梨
）、
大
山
町

に
事
故
ナ
シ
（
梨
）」
…
と
名
和
長
年

公
に
扮
し
た
交
通
安
全
指
導
員
も
登
場

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
二
十
世
紀
梨
と
チ

ラ
シ
を
配
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着

用
や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 「カニ」のつもりが

　　　　「ヌートリア」
　殿河内地内の下市川で

　

10
月
10
日
、
近
く
に
住
む
野
間
護
さ
ん
が
下
市
川
に
仕
掛
け

て
お
い
た
カ
ニ
か
ご
に
ヌ
ー
ト
リ
ア
（
※
）
が
入
っ
て
死
ん
で

い
る
の
を
発
見
。「
何
十
年
と
仕
掛
け
て
い
る
が
こ
ん
な
こ
と

は
は
じ
め
て
」
と
驚
い
て
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
さ

は
、
頭
か
ら
し
っ
ぽ
の
先
ま
で
の
長
さ
が

70
セ
ン
チ
で
重
さ
が
６
・
２
キ
ロ
。
ヌ
ー

ト
リ
ア
は
イ
ネ
や
水
路
ぞ
い
の
野
菜
に
大

き
な
被
害
を
与
え
る
た
め
、
害
獣
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
ニ
か
ご
に
は
シ
イ
ラ
の
頭

が
エ
サ
と
し
て
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、

な
ぜ
カ
ゴ
に
か
か
っ
た
の
か
は
不
明
。

　

※ 

ヌ
ー
ト
リ
ア
…
一
見
ビ
ー
バ
ー
に

似
た
大
型
の
げ
っ
歯し

類
で
水
辺
に
生
息

し
、
湖
沼
や
流
れ
の
弱
い
河
川
な
ど
の
岸

辺
に
住
む
。

カニかご（右）とヌートリア
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まちの話題

秋
空
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

　

第
８
回
大
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
９

月
30
日(

火)

、
大
山
平
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
体
協
ゴ
ル
フ
部
が
主
催
。「
ゴ
ル

フ
を
通
じ
て
元
気
な
大
山
町
に
し
よ

う
」と
鹿
島
繁
雄
副
会
長
が
あ
い
さ
つ
。

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
本
町
に
関
係
す

る
腕
に
覚
え
の
あ
る
皆
さ
ん
38
人
が
参

加
。
心
配
さ
れ
た
天
気
の
中
で
、
真
剣

な
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
各
ホ
ー
ル

で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
掛
け
声
が
響
き

ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）　

優　勝　赤川光司　N69.2(G80.HD10.8)

準優勝　加川　毅　N69.6(G78.HD8.4)

第３位　米山修市　N72.6(G87.HD14.4)

第４位　赤松静夫　N73.2(G78.HD4.8)

第５位　遠藤道夫   N73.2(G96.HD22.8)

第６位　岡村正義   N73.6(G82.HD8.4)

☆ BG= 加川　毅 78

（N＝ネット・Ｇ＝グロス・HD＝ハンデキャップ・

ＢＧ＝ベストグロス）　　　　　　　

左から準優勝：加川さん、優勝：赤川さん、

第３位：米山さん

　

名
和
小
学
校
で
9
月
22
日
、
全
校
児
童
３
２
０
人
が
参
加

し
て
相
撲
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
旧
庄
内
小
学
校

で
行
わ
れ
て
い
た
伝
統
行
事
で
、
名
和
小
学
校
に
統
合
し
た

あ
と
も
引
き
続
い
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
白
線
で
円
を
描
い
て
土
俵
を
作
り
、
各
学

年
と
も
男
女
別
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
優
勝
を
争

い
ま
し
た
。
行
司
役
の
先
生
が
一
人
一
人
の
〝
し
こ
な
〞
を

読
み
上
げ
る
と
、
対
戦
す
る
児
童
た
ち
が
土
俵
に
上
が
り
顔

を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
先
生
の
合
図
で
立
ち
合
い
、
相
手
を

押
し
た
り
体
を
つ
か
ん
で
投
げ
よ
う
と
双
方
が
真
剣
に
な
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
高
学
年
に
な
る
と
大
相
撲
さ
な
が
ら

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
周
り
の
児
童
た
ち
も
熱
い
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

気迫あふれる決勝戦

はっけよ～いのこった
　　名和小学校で相撲大会

走
高
跳
で
全
国
8
位
に

賞状を手にし、大山西小学校の橋本校長（右）

と共に喜びを伝える森山くん

　

8
月
30
日(

土)

、
東
京
の
国
立
競

技
場
で
「
日
清
食
品
カ
ッ
プ 

第
24

回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大

会
」
が
開
か
れ
、
大
山
陸
上
ク
ラ

ブ
に
所
属
す
る
森
山
大
成
選
手
（
大

山
西
小
学
校
）
が
小
学
６
年
男
子
走

り
高
跳
び
（
は
さ
み
跳
び
）
の
鳥
取

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
第
8

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
予
選
を
7
位

で
突
破
し
決
勝
に
進
出
。
決
勝
で
は

１
ｍ
40
を
1
回
で
ク
リ
ア
。
次
の
43

ｍ
は
惜
し
く
も
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
見
事
第
8
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
森
山
く
ん
は
昨
年
走

り
高
跳
び
を
始
め
た
ば
か
り
で
、「
は

じ
め
て
の
全
国
大
会
で
し
た
。
思
っ

て
い
た
よ
り
い
い
結
果
が
出
て
う
れ

し
い
で
す
。
中
学
校
で
は
背
面
跳
び

を
習
い
も
っ
と
高
く
飛
び
た
い
で
す
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
9
月
28
日
に
鳥
取
市
の

布
施
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か

れ
た
第
11
回
鳥
取
県
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
の
高
跳
び
で
は
、
１
ｍ
41
の

大
会
記
録
を
つ
く
り
、
ま
た
、
１
０
０

ｍ
で
も
6
位
に
入
賞
と
健
闘
が
光
り

ま
し
た
。　
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シリーズ 　愛育委員会です　その⑦

   大山の紅葉もふもとに降りてきて、風の冷た

さに身が縮む思いがします。風邪を引きやすい

季節になりました。うがい手洗いを忘れずに、

どうぞあたたかくしてお過ごしください。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート
＊視察研修で行った篠山市いぬ
い福祉村で使われていた「心」の
文字をデザインしたハートのマー
ク。愛育委員会も心が伝わるよう
な活動を目指しています。

　明穂先生の絶妙な語り口に参加した皆さんは「笑い」の渦に

引き込まれてしまいました。「人生笑いが大切。また時には泣

く事も良い。自分に出来る仕事やボランティア等で社会とつな

がり、食事　運動　趣味など出来ることから健康に良いことを

する。」そのことが健康長寿の秘訣と話されました。

　講演の後グループワークが行われました。各地区の体操や健

 9
 13

「糖尿病について」
9

24

  保健福祉センターなわで、町の松原祥恵管理栄養士の話

「糖尿病食は健康食」と、「糖尿病について、予防・悪化さ

せないために」と題した、しらいし内科クリニックの白石

正晴先生の話を聞きました。

　糖尿病は罹っても自分ではなかなか気が付かないだけ

でなく、１度罹ってしまうと完治することが難しい病気で

す。町や会社などの検診を受けて早期発見することが大切

です。毎日の食事のバランスやカロリーにも気をつけなが

健康教室

　　
　「笑いと健康～若さを保つ秘訣～」
市町村健康づくり推進員等研修会（米子市「弓ヶ浜荘」）

ら、食べ過ぎないようこころがけましょう。食事の管理について詳しくは福祉保健課の管理栄養士や

保健師に遠慮なく相談してください。

　　　鳥取市　明穂整形外科院長 明穂政裕先生

康増進への取り組みや、BMI* を健康の指針の１つとして健康管理やメタボ予防に役立てている地域の

報告など参考になりました。愛育委員会は大山賛歌体操の普及や乳がんについての取り組みを報告しま

した。（*ＢＭＩは体重と身長から知ることができる肥満度の指数です。体重（kg）÷身長 (m) ×身長 (m)

で計算します。標準体重は２２です）

第３回大山町女性レクレーション大会
9

21

  楽しい雰囲気の中、例年以上の盛り上がりを見せた女性レク

が盛会のうちに終わりました。一生懸命準備くださった中山地

区のみなさん、ありがとうございました。　

　愛育委員会は女性の会と合同で素敵でショーに出演。フォー

クダンスの間奏部分では「臓器移植カード」の入ったポケット

（中山農業者トレーニングセンター）

ティッシュを配りました。難しい問題ですが、臓器移植についてご家族で話し合う機会になったらと願っ

ています。（臓器移植公開講座「善意でなりたつ移植医療」：平成 20 年 11 月 30 日　午後１時 30 分～

米子市文化ホール）
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現
在
様
々
な
社
会
問
題（
食
の
安
全
、

自
然
災
害
、経
済
問
題
な
ど
）
が
あ
り
、

ど
れ
も
大
変
な
問
題
な
の
で
す
が
、
今

第
一
に
準
備
を
し
心
構
え
が
必
要
な
問

題
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
一
種
で
は
あ
り
ま
す
が
毎

年
冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

は
ま
っ
た
く
異
な
る
感
染
症
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
10
〜
40
年
間
隔
で
発
生
し
て

お
り
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
香
港
風
邪
と

言
わ
れ
た
感
染
症
と
同
じ
も
の
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鳥
の
大
量

死
を
も
た
ら
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
原
因
ウ
ィ
ル
ス
が
人
間
へ
の
感
染
力

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

人
間
に
は
全
く
初
め
て
の
ウ
ィ
ル
ス
な

の
で
抗
体
も
な
く
瞬
く
間
に
世
界
に
広

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
を
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
）。
こ
れ
ま

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
数
百
人
の
人

が
感
染
し
、
そ
の
半
数
以
上
が
死
亡
し

て
い
ま
す
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
厚
生
労
働
省
は
日
本
の
人
口
の

25
％
が
感
染
し
、そ
の
２
％
（
64
万
人
）

が
亡
く
な
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
大
量
の
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤

（
タ
ミ
フ
ル
な
ど
）
を
国
、
県
な
ど
で

備
蓄
し
て
い
ま
す
。
ま
た
感
染
症
が
広

が
れ
ば
全
て
の
学
校
、
保
育
園
な
ど
は

休
校
・
休
園
と
な
り
全
国
の
公
共
交
通

は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
多
く
の
商
店
も

閉
ま
る
の
で
、
2
週
間
程
度
の
水
や
食

糧
の
備
蓄
を
各
自
・
各
家
庭
に
呼
び
か

け
て
も
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
市
町
村
や
保
健
所
で
は
各
種

対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
し
て
も
、

い
た
ず
ら
に
恐
れ
る
こ
と
な
く
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
心
の
準
備

を
し
て
町
の
広
報
な
ど
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は

発
熱
、
風
邪
症
状
で
す
か
ら
、
発
熱
し

た
人
の
為
に
病
院
と
は
別
に
発
熱
セ
ン

タ
ー
が
各
地
に
出
来
、
ワ
ク
チ
ン
が
町

民
全
員
に
接
種
出
来
る
よ
う
確
か
な
計

画
は
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
災
害
で

す
。
地
震
と
同
様
に
何
時
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
恐
れ
ず
準
備
を
し
て

お
け
ば
一
人
一
人
必
ず
対
応
で
き
る
災

害
で
も
あ
り
ま
す
。

Health

診 療 所

待

合

室

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

大
山
口
診
療
所

　
　

久
野
宣
年

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

　

年
1
回
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
に
は
受
診
券
が
必
要
で
、
本
人

が
希
望
さ
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
流

行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
予

防
の
基
本
で
あ
り
、
世
界
的
に
認
め
ら

れ
て
い
る
有
効
な
方
法
で
す
。

◆
対
象

　

左
記
に
該
当
し
、
希
望
さ
れ
る
方

○
満
65
歳
以
上
の
方
（
す
で
に
受
診
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
）
＊
今
年
65
歳
に

な
ら
れ
る
方
は
、
12
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
接

種
で
き
ま
す
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
が
い
が
あ
り
（
身
体
障
が
い

1
級
程
度
で
）
医
師
が
接
種
を
必
要
と

判
断
し
た
方
↓
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

◆
負
担
金

　

千
円

◆
実
施
期
間

　

西
部
指
定
医
療
機
関
は
10
月
20
日

〜
平
成
21
年
1
月
31
日
（
中
部
指
定

医
療
機
関
は
11
月
1
日
〜
平
成
21
年

1
月
31
日
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

高
血
圧
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
は
放
置
し
て
お
く
と
、
突

然
の
脳
血
管
疾
患
等
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
不
健
康

な
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
血
圧

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
高
血
圧
に
つ

い
て
の
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
21
日
（
金
）

      　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
内
容

　

講
演
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

　

 　
　

  

名
和
診
療
所
長

　

    　
　

  

山
脇
美
香
医
師

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７
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人権のつぼ 41
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
８

　

〜
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に
〜
（
入
場
無
料
）

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
働
き
方
で
は
、
個
人
、
企
業
・
組
織
、
社
会
全

体
が
持
続
可
能
で
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
の
調
和
を
意
味
す
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）」
を
実
現
す
る
職
場

環
境
づ
く
り
は
、
差
し
迫
っ
た
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
仕
事
（
ワ
ー
ク
）

と
生
活
（
ラ
イ
フ
）
の
調
和
（
バ
ラ
ン
ス
）
実
現
の

た
め
に
、
今
な
に
が
必
要
か
、
職
業
・
家
庭
・
地
域

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

□
日
時

　

11
月
20
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
50
分

□
会
場

　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
ほ
か

　

（
旧
鳥
取
県
民
文
化
会
館
）（
鳥
取
市
尚
徳
町
）

□
内
容

　

○
基
調
講
演

　
　

パ
ク
・
ジ
ョ
ア
ン
・
ス
ッ
ク
チ
ャ
さ
ん

　
　

（
ワ
ー
ク
／
ラ
イ
フ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

○ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

○ 

分
科
会

　

問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
庁
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
７
９
２

11月 17日から11月 23日まで

 全国一斉「女性の人権ホットライン」 強化週間です！

　法務省の法務局および人権擁護委員連合会では、

悩みを持った女性が気軽に相談できるように専用の

電話相談窓口である「女性の人権ホットライン」を

月曜日から金曜日まで、午前 8時 30 分から午後 5

時 15 分まで開設しています。

〔全国共通相談電話番号〕

０５７０‐ ０７０‐８１０
（時間外は留守番電話で対応しています）

　「女性の人権ホットライン」は、男女差別、セク

シュアル・ハラスメント、ドメスティック・バイオ

レンス、ストーカーなどの相談や困っている問題な

ど、女性の人権に関わるあらゆることの相談に応じ

ています。

　相談は無料で秘密は固く守りますので、お気軽に

ご相談ください。

　特に「女性に対する暴力をなくす運動」の期間中

の 1週間を強化週間として、開設時間を延長して相

談に応じます。

○ セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）

　性的な関心や欲求に基づく、相手を不快にさせる性的

な言動、いわゆる性的ないじめやいやがらせをいいます。

○ ドメスティック・バイオレンス

　配偶者や恋人などのパートナーなど親密な関係にあ

る、またはあった人から加えられる暴力をいいます。

○ ストーカー

　相手の意志を無視し、相手を追っかけ、恋愛感情を求

めたり、あるいは金銭面でも不法な形で追いかけるなど、

つきまとう人をいいます。

【期間】　平成 20年 11 月 17 日（月）から平成 20年 11 月 23 日（日）まで

【時間】　月～金曜日　午前 8時 30分～午後 7時

　　　　土、日曜日　午前 10時～午後 5時

【電話番号】　０５７０－０７０－８１０（全国共通）

　◆問い合わせ先　　鳥取地方法務局人権擁護課　☎０８５７‐２２‐２２８９



平成 20年 11 月号21

お　

知　

ら　

せ

　

税

年
末
調
整
説
明
会

平
成
20
年

　

米
子
税
務
署
で
は
、
平
成
20
年
分

給
与
所
得
者
の「
年
末
調
整
説
明
会
」

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
事
前
に

送
付
す
る
年
末
調
整
関
係
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
対
象
者　

大
山
町
に
所
在
す
る
源

泉
徴
収
義
務
者
。（
官
公
庁
・
個
人

の
青
色
申
告
事
業
者
を
含
む
）

◆
そ
の
他　

当
日
、
都
合
の
悪
い
方

は
次
の
日
程
で
も
行
い
ま
す
。

・
日
時　

11
月
19
日
（
水
）

　
　
　

   

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
会
場

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
税
務
署

　

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
４
１
２
１

社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書

○　

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象

で
す
。

○　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
な
ど
が
必
要

で
す
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
は
、
11
月
上
旬

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
平
成
21
年
２
月
上
旬
に

当
該
控
除
証
明
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

社
会
保
険
庁
の
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
１
１
７

（
11
月
４
日
〜
平
成
21
年
3
月
13
日

の
平
日
９
時
〜
17
時
）

住
民
票
の
写
し
な
ど
の

休
日
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　

や
む
を
え
な
い
事
情
で
役
場
の
開

庁
時
間
内
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

取
得
で
き
な
い
場
合
に
、休
日
（
土
・

日
・
祝
祭
日
）
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

休
日
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
各
担
当
課

に
電
話
予
約
の
う
え
、
必
ず
本
人
が

受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
予
約
を
す
る
と
き
は

証
明
書
の
種
類
、
請
求
者
の
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
、
来
庁
時
間
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
明
書

の
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
の
番
号
が

必
要
で
す
。

本
人
予
約
、
本
人
受
け
取
り
が

原
則
で
す

休
日
交
付
の
扱
い

◆
予
約
期
限　

　

休
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で

◆
交
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
交
付
の
場
所

　

予
約
を
受
け
た
本
庁
・
各
支
所

◆
持
参
す
る
も
の

●
本
人
確
認
が
で
き
る
顔
写
真
入

り
身
分
証
明
書
（
公
的
機
関
が
発

行
し
た
も
の
）〔
例
〕
運
転
免
許
証
・

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど

●
印
鑑
登
録
証
明
書
の
場
合
は
、

印
鑑
登
録
証　

●
印
鑑

  

平
成
21
年
度
に
合
併
浄
化
槽
の
設

置
補
助
金
を
希
望
さ
れ
る
方
の
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
区
域

　

公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落
排
水

事
業
の
整
備
計
画
予
定
区
域
外
の
地
域

○
受
付
方
法

　

備
え
付
け
の
要
望
書
を
水
道
課
ま

た
は
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

11
月
14
日
（
金
）
ま
で

　

（
注
）
今
回
の
要
望
に
な
い
方
で

平
成
21
年
度
に
本
補
助
事
業
を
要
望

さ
れ
て
も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
補
助
事
業
で
は
、
生
活

環
境
改
善
の
一
環
と
し
て
、
国
、
県

の
補
助
金
を
受
け
て
浄
化
槽
の
設
置

者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
か
ら
ご
案
内
し
て
い
る
よ

う
に
県
の
補
助
金
が
平
成
20
年
度
で

終
了
と
な
る
見
込
み
で
す
。
そ
れ
に

よ
り
平
成
21
年
度
の
補
助
金
額
が
未

定
で
す
。
要
望
書
を
提
出
さ
れ
た
方

に
は
補
助
金
額
が
決
定
次
第
、
別
途

合
併
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業

平
成
21
年
度

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
設
置

希
望
の
あ
る
方
は
早
期
の
要
望
申

込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課

　

☎
０
８
５
９
ー
54
ー
５
２
０
４
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お　

知　

ら　

せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
に
向
け
て 

　

あ
ず
み
の
郷
自
治
会

　

こ
の
ほ
ど

あ
ず
み
の
郷さ

と

自
治
会
で
運

動
用
具
、
テ

ン

ト
、

遊

具
、防
犯
灯
、

環

境

整

備

用
具
、
掲
示

相
談
支
援
窓
口

〜
障
害
を

お
持
ち
の
方
へ
〜

　

町
で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
次
の
５
事
業
者
に
相
談
支
援
事

業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り
の

こ
と
な
ど
、
専
門
知
識
を
有
す
る
事

業
者
に
無
料
で
相
談
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
害
の
た
め
、
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
方

の
た
め
に
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記

者
等
の
派
遣
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
事
業
も
専
門
事
業
者
に

委
託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
の
種
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お

気
軽
に
専
門
事
業
者
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

◆
相
談
支
援
事
業
事
業
者

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ

米
子
市
道
笑
町
２
丁
目
１
２
６
‐
４

 

☎  

０
８
５
９
‐
37
‐
２
１
２
０

FA
X

０
８
５
９
‐
37
‐
２
１
２
１

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ち
く
ら

米
子
市
内
町
１
２
２

 

☎  

０
８
５
９
‐
35
‐
５
６
４
７

FA
X

０
８
５
９
‐
35
‐
５
６
４
８

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み

米
子
市
夜
見
町
３
０
０
１
‐
１

 

☎  

０
８
５
９
‐
30
‐
０
５
５
０

FA
X

０
８
５
９
‐
30
‐
０
５
５
１

相
談
支
援
事
業
所
エ
ポ
ッ
ク
翼

米
子
市
米
原
１
４
６
０
‐
７

 

☎  

０
８
５
９
‐
36
‐
２
０
０
５

FA
X

０
８
５
９
‐
36
‐
２
０
０
７

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
か
い
み
な
と

境
港
市
外
江
町
３
４
１
３
‐
３

 

☎  
０
８
５
９
‐
44
‐
２
４
７
２

FA
X

０
８
５
９
‐
44
‐
２
５
２
６

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

米
子
市
上
福
原
７
‐
13
‐
１

 

☎  

０
８
５
９
‐
32
‐
７
３
３
８

FA
X

０
８
５
９
‐
32
‐
７
３
９
２

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

支
援
事
業
者

「
地
域
見
守
り

活
動
」
を
協
定

　

町
で
は
こ
の
ほ
ど
新
日
本
海
新
聞

社
と
「
地
域
見
守
り
活
動
」
の
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
内
容
は
、
新
聞
配
達

員
さ
ん
な
ど
の
新
日
本
海
新
聞
社
の

関
係
者
が
、
毎
日
の
業
務
の
中
で
住

民
の
異
変
に
気
づ
い
た
場
合
、
町
の

福
祉
保
健
課
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

新
聞
や
郵
便
物
が
何
日
も
た
ま
っ

て
い
た
り
、
普
段
と
様
子
が
違
う
な

ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

声
を
か
け
た
り
近
所
の
方
に
様
子
を

聞
い
て
み
た
り
し
て
、そ
の
結
果〝
何

か
お
か
し
い
〞
と
感
じ
た
と
き
に
町

へ
連
絡
さ
れ
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た

町
は
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
対
応

を
と
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
不
審
者
、
事
故
、
事

件
、火
災
を
発
見
し
た
場
合
も
含
み
、

緊
急
の
場
合
は
警
察
や
消
防
署
へ
通

報
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

「
地
域
見
守
り
活
動
」
は
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
大
き
な
力
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

つ
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

の
増
加
を
踏
ま
え
消
防
法
お
よ
び
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
い
つ
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
る
の
？

　

新
築
住
宅
の
場
合
：
既
に
平
成
18

年
6
月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
お
住
ま
い
の
住
宅
：
平
成
23
年

5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

秋
の
全
国
一
斉
火
災
予
防
運
動
が

11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
火

の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が

す
る
」
こ
れ
か
ら
火
気
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
設
置
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
消
防
局
予
防
課

　

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
１
９
５
４

案　

内

板
、
収
納
庫
の
整
備
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
あ
ず
み
の
郷
自
治
会

は
、
新
興
住
宅
地
で
自
治
会
が
発

足
し
て
間
も
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
各
種
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
治
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
と
し
て
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
平

成
20
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
の
助
成
金
（
２
５
０
万

円
）
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

今
後
、
町
主
催
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
自
治
会
で
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
使
用
さ
れ
、
自
治
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
い
っ
そ
う
盛

ん
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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そ
の
他

職
員
の
人
事
異
動

　

10
月
1
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
異
動
】　
　
　

※
（　

）
内
は
旧
任

▼
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
現
業
主

幹
（
名
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
現
業

主
幹
）
中
原
慎
子
▼
上
中
山
保
育
所

現
業
主
幹
（
名
和
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
現
業
主
幹
）
中
田
律
子
▼
名
和

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員

（
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調

理
員
）
中
井
麻
美

鳥
取
県
民
手
帳　

好
評
発
売
中
！　

＊
主
な
特
徴
＊

　

◇　

鳥
取
県
の
年
中
行
事

　

◇　

特
産
物
旬
カ
レ
ン
ダ
ー

　

◇　

16
カ
月
ダ
イ
ヤ
リ
ー

　

◇　

豊
富
な
情
報
を
満
載
（
鳥
取

県
の
地
図
、
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

地
下
鉄
マ
ッ
プ
、
各
種
統
計
な
ど
）

◆
ご
希
望
の
方
は
、

　

役
場
本
庁　

企
画
情
報
課

　

各
支
所
総
合
窓
口
課

　

名
和
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

２
０
０
9
年
版

《価格》１冊　￥6００

表紙カラー：ブラック、

ワインレッド、ダークブ

ラウン、カーキ

Ｐパ

ル

パ

ル

ａ
ｌ
×
２
だ
い
せ
ん

〝
オ
ー
タ
ム

　

パ
ー
テ
ィ
ー
〞

〜
参
加
者
募
集
〜　
　
　
　
　
　
　

素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
…

◆ 

日
時　

11
月
22
日
（
土
）　

　
　
　
　

 

午
後
６
時
か
ら

◆ 

場
所　

米
子
市
内
会
場

◆ 

内
容　

ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
交
流
会

◆ 

参
加
費　

男
性
４
千
円

　
　
　
　
　

（
町
外
男
性
６
千
円
）

　
　
　
　
　

 

女
性
２
千
円

◆ 

募
集
人
数　

独
身
男
女
各
15
人

　

（
応
募
が
多
数
の
場
合
は
町
内
の

方
を
優
先
し
、
町
外
の
方
は
抽
選
と

し
ま
す
）

◆
1
次
締
切
日　

11
月
10
日
（
月
）

◆
申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
企
画
情
報
課
内　

　

P
al

×
２
だ
い
せ
ん
事
務
局

　

☎ 

０
８
５
９
ー
54
ー
５
２
０
２

　

E

‐m
ail　

P
al2
@
daisen.jp

※
電
話
で
の
受
付
は
平
日
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。　

募　

集

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

　

新
コ
ー
ス
「
パ
ソ
コ
ン
で
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
」
を
追
加
し
ま

し
た
。

●
パ
ソ
コ
ン
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う

　

ア
イ
ロ
ン
プ
リ
ン
ト
専
用
の
シ
ー

ト
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
文
字
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
世

界
に
ひ
と
つ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
会
計
報
告
や
チ
ラ

シ
だ
け
で
な
く
パ
ソ
コ
ン
の
意
外

な
使
い
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
初

心
者
の
方
も
ど
う
ぞ
。
家
で
飼
っ

て
い
る
ペ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
カ
メ

撮
影
し
た
デ
ー
タ
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
不
可
） 

●
年
賀
状
作
成
講
座 

　

文
字
入
力
で
き
る
方
が
対
象
。
講

座
内
で
印
刷
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
作

成
し
た
年
賀
状
を
家
庭
で
利
用
し
た

い
方
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
ま
た
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
講
師 

 
 

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
り
ん
く　

　

藤
原
章
江 

氏

○
対
象

　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務
さ

れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
方 

○
申
込
方
法

　

希
望
の
コ
ー
ス
と
開
講
日
を
名
和

公
民
館
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
受
講
料
は
講
座
初
日
に
い
た

だ
き
ま
す
。 

※
各
講
座
と
も
開
催
の
11
日
前
が

締
切
日
で
す
。
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

名
和
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

【
退
職
】　
　
　
　

9
月
30
日
付
け

▼
下
中
山
保
育
所
主
幹
保
育
士

　

権
田
郁
子

コース名 時間 開講日 受講料

パソコンでエコバッグを

作ろう！（定員各１０人）
9：00 ～ 12：00

①１１月 17（月）

②１２月　７（日）

５００円

（材料費別途）

年賀状作成講座

（定員各１０人）
9：00 ～ 12：00

①１１月１０（月）

②１２月　１（月）
５００円

パソコン教室受講生募集
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時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３０日
６：00 最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３ 最近の出来事 １１月号１

最近の出来事 １０月号１
最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３

７：00
最近の出来事 １０月号１

最近の出来事 １０月号２

最近の出来事  ９月号３８：00

９：00

10：00

11：00

12：00 最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３ 最近の出来事１１月号１

最近の出来事 １０月号１
最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事１０月号３

13：00
最近の出来事 １０月号１

最近の出来事１０月号２

最近の出来事  ９月号３14：00

15：00 最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３ 最近の出来事 １１月号１

最近の出来事 １０月号１
最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３

16：00
最近の出来事 １０月号１

最近の出来事 １０月号２

最近の出来事  ９月号３17：00

18：00

19：00

20：00 最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３ 最近の出来事 １１月号１

最近の出来事 １０月号１
最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３

21：00
最近の出来事 １０月号１

最近の出来事 １０月号２

最近の出来事  ９月号３22：00

23：00

0：00 最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３ 最近の出来事 １１月号１

最近の出来事 １０月号１
最近の出来事 １０月号２ 最近の出来事 １０月号３

1：00
最近の出来事 １０月号１

最近の出来事 １０月号２

最近の出来事  ９月号３2：00

 

　前の週から放送して

いる番組は新しい番組

が準備出来しだい差し

替える予定です。また、

業務の都合により予定

どおり放送できないこ

ともありますのでご了

承ください。放送予定

が無い時間帯について

は、文字情報で行政情

報などを提供していま

す。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３０日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

11月

◆最近の出来事１０月号２の内容

○はまなすサイクリング 2008

○庄内地区運動会

○下中山保育所運動会

 ◆最近の出来事１０月号１の内容○大山頂上トイレ汚泥キャリーダウン　○和牛王

国復活へ　○風車「太空海号」からの景色　

○大山ピーナツの収穫　○絵画コンテスト表彰式

○大山民話の夕べ　最終話「赤松の池伝説」

 ◆最近の出来事９月号３の内容○大山ファンクラブ in 大阪　○むきばんだ遺跡　秋麗ま

つり　○事故ナシ（梨）作戦　○大山学講座「大山の自

然」　○女性レクリエーション大会　○大山地区　敬老会

○大山民話の夕べ　第三話「唐王御前さん」

 ◆大山町議会９月定例会再放送予定（5回リピート）※再放送中は他の番組をお休みします
【開始時間】初回 18時～、21 時～、深夜 24時～、翌朝 6時～、9時～

　11 月 10 日（月）第１日　 （再）  2 時間 52 分　　開会、諸般の報告、議案の提案説明

　11月 11 日（火）第２日①（再）2時間 06 分　　質疑（一般・特別・企業の各会計、補正予算は討論・採決まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          特別委員会設置・付託

　11月 12 日（水）第２日②（再）2時間 21 分　　 　〃

　11 月 13 日（木）第３日①（再）2時間 17 分　　一般質問 沢田正己、西山富三郎、岩井美保子、吉原美智惠

　11月 14 日（金）第３日②（再）1時間 55 分　　　　〃　 西尾寿博、近藤大介、岡田聰、小原力三

　11月 15 日（土）最終日    （再）1時間 59 分　 　委員会報告、討論・採決、閉会



日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 1 2 3 4 5 6

大山町行事カレンダー11 2008．November 広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター

離乳食講習会
１０：００～１２：００
保健福祉センターなわ

人権相談・行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

育児学級 10：00 ～ 11：30
保健福祉センターなわ

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

保育所開放日　
１０：００～１１：００

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

12 月
すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

人権相談 13：30 ～ 16：00
中山支所

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

おはなし図書館 
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
大山公民館

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

文化の日

保育所開放日　
１０：００～１１：００

犬・ねこのひきとり
１０：００～
　中山支所総合窓口課
１０：３０～
　本庁住民生活課
１１：００～
　大山支所総合窓口課

勤労感謝の日

大山町みんなの人権セミナー
「障害者の人権について」
～地域で暮らすための支援～
１９：３０～２１：００
大山支所

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

健康相談
（受付）13：30 ～ 14：00
保健福祉センターなわ

育児学級
１０：００～１１：３０
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

第 4回大山町駅伝競走
大会
９：３０～
名和総合運動公園陸上競技場
発着

名和中学校文化祭
１１月２日まで

大山中学校文化祭

中山中学校文化祭
１１月２日まで

第4回大山町ソフトバレー
ボール大会 9：00 ～大山農
業者トレーニングセンター

第 4回大山町バドミン
トン大会
８：３０～
大山総合体育館

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　  （財）大山恵みの里公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

   大山小学校 赤松分校

   ℡ 0859‐53‐8707

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

振替休日

大山西小学校学習発表会
中山小学校学習発表会

大山小学校学習発表会

法律相談
９：3０～１１：３０
保健福祉センターなわ

行政相談 9：30 ～ 12：00
福祉センターなかやま

行政相談
９：3０～１２：００
保健福祉センターなわ

心配ごと相談
９：３０～１２：００
各福祉センター

心配ごと相談 9：30 ～
12：00 各福祉センター

農業委員相談日
１３：3０～１６：００
中山支所

農業委員相談日
１３：3０～１６：００
名和公民館

農業委員相談日
13：30 ～ 16：00 大山支所

健康教室
講演「高血圧について」
１３：３０～１４：３０
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操 13：30 ～ 15：00
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

赤ちゃんハイハイ競争
10：30 ～保健福祉ｾﾝﾀｰだいせん

ことぶき学級
９：００～１５：３０
とっとり花回廊

クリスマスツリーづくり
９：３０～１１：３０
名和公民館

ことぶき学級
１４：００～１５：３０
保健福祉センターなわ

大山町青少年育成剣道
大会　９：００～
大山中学校体育館

名和公民館サークル発表会
9：30 ～保健福祉センターなわ

科学あそび 
高専ロボコンのロボットを
動かしてみよう
１３：００～１５：００
大山公民館

作ってみよう！自分だけ
の絵本 14：00 ～ 16：00
町立図書館本館

中山わいわいフェスティ
バル ９：４５～１５：３０
中山農業者トレーニングセンター

本のリサイクル交換市
９：００～１６：００
町立図書館本館

第 7回大山学講座
料理講習会
「じげの味くらべ」
９：３０～１３：００
中山公民館



種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布

11月 6 日（木）
中山農村環境改善

センター

13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就学

前の幼児（6 カ月

に 1回受ける）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯

ブラシ、コップを

お持ちください

11月 7 日（金）
中山農村環境改善

センター

12月 1 日（月）
保健福祉センター

だいせん

12月 2 日（火）
保健福祉センター

だいせん

乳幼児健診 11月 5日（水）
保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 14:30

3 カ月～

      2 歳 6 カ月

母子健康手帳を

お持ちください

1歳6カ月・

3歳児健診

11月 12日（水）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳 6カ月児・

3歳児
個人通知します

12月 10日（水）
保健福祉センター

だいせん

予
防
接
種

ＢＣＧ 11月 20日（木）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月未

満の未接種者
個人通知します

子どもの健診・予防接種のお知らせ

＊１歳６カ月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本となります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

11 月１日～ 12月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ
種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

11 月  7 日（金）

11 月 21 日（金）

12月  5 日（金）

保健福祉セン

ターだいせん
13:30 ～ 15:00 ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体

を動かします。

運動のできる服装でお出かけくだ

さい。

11 月 10 日（月）

11月 17 日（月）

12月  1 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 15:00

 11 月 14 日（金）

11月 28 日（金）

中山農村環境

改善センター
9:30 ～ 11:00

大山町包括支援

センター医師

健康相談

11月 14 日（金）
保健福祉セン

ターなわ

（受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談

医師・保健師・栄養士による各種

疾病の相談、心の相談。

どなたでも利用できますのでお出

かけください。

健康教室 11月 21 日（金）
保健福祉セン

ターなわ
13:30 ～ 14:30

名和診療所長 山脇医師による講

演。テーマは「高血圧について」

です。お気軽にご参加ください。

☆子どもの健診、予防接種、基本健診、各種がん検診、

健康相談、健康づくり等に関することは

保健福祉センターなわ内 福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防等に関することは

保健福祉センターなわ内　

大山町地域包括支援センター　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級
11 月 14 日（金） 保健福祉センターだいせん 受付（9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子

絵本の読み聞かせ

なかよし遊び11 月 21 日（金） 福祉センターなかやま

すくすく

広場

11 月  7 日（金）

ふれあい会館 10:00 ～ 11:30
保育所に行ってい

ない親子と妊産婦
季節あそび11 月 28 日（金）

12月  5 日（金）

赤ちゃん
ハイハイ
競争

11 月 30 日（日） 保健福祉センターだいせん
　　個別通知します

　　通知をご覧ください

部門別に競争
ふれあい会館・子育て
サークルの紹介

栄養相談 11 月 20 日（木） 保健福祉センターなわ 10:00 ～ 12:00
３カ月～１歳児の

保護者

離乳食のミニ講話、栄

養士、保健師の相談

離乳食　

講習会
12 月  5 日（金） 保健福祉センターなわ 10:00 ～ 12:00

５カ月～１歳の乳

児の保護者（個人

通知します）

離乳食についての講

話、調理実習、試食

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター  開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）８:30 ～ 17:15、第 2土曜日 8:30 ～ 13:30 ○子育て中のふれあいの場として、

いつでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなたでも参加できます　○いつでも子育て相

談できます（個別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行

各種健（検）診のお知らせ

＊ 医療機関で受ける子宮がん検診、乳がん検診について

　　受診期間は 2月末までです。
　　受診には「平成 20年度　大山町健診（検診）該当票」（黄色の用紙）が必要です。
　　詳しくは 4月にお配りした「平成 20年度各種健診（検診）について」をごらんください。






